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作成＊幌延町地域おこし協力隊 貞廣 拓哉 【科名については「北海道の草花/梅沢 俊・著」より引用】

サロベツ原野に点在する沼には、水底に根を張り、茎を伸ばして、水面に花を浮かべる植物がたくさん生育していま
す。幌延ビジターセンターの長沼には現在、コウホネ類が花を咲かせており、木道からハッキリと見ることができますよ。
水面に浮かぶ花にも目を向けてみてはいかがですか？

＊令和２年7月8日取材時の状況＊
場所はコチラ！

幌延ビジターセンター 撮影

海岸草原 撮影

＊モウセンゴケ＊
（モウセンゴケ科）
白い花が咲いています。

＊ハマボウフウ＊
（セリ科）

パンケ沼園地 撮影

＊エゾノサワアザミ＊
（キク科）

下を向いて咲きます。

＊カンチコウゾリナ＊
（キク科）

長沼に浮かぶコウホネ類(幌延ビジターセンター)

バックナンバー掲載中！

お知らせ

開花情報

＊エゾカンゾウ＊
（ススキノキ科）

＊エゾニュウ＊
（セリ科）

＊ノハナショウブ
＊サギスゲ
＊カキツバタ
＊オゼコウホネ
＊ネムロコウホネ
＊トキソウ
＊ヒオウギアヤメ
＊ハマナス
＊ハマヒルガオ
など！
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（＊のマーク付近にコウホネ類が咲いています）


